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1. 序論 非古典的な光の状態を用いた光量子情報処理で

は、光子数識別能力と高い検出効率を有する光検出器が求め

られており[1]、超伝導転移端センサ（Transition Edge Sensor, 

TES）はこの点において理想的な特性を有する。我々は低い

転移温度による高エネルギー分解能が期待でき、また化学的

安定性の高いイリジウムを用いて光 TES を開発している

[2]。本研究では窒化シリコン膜を表面に持つシリコン基板

上にイリジウムを成膜して作製した TES を用い、850 nm の

パルスレーザーを照射し応答を観測した。 

2. 実験 TES への光結合は、屈折率分布型レンズ付きのファ

イバにより行い、TES の有感領域（10×10 μm2）に集光させ

た。アライメントには 1550 nm のレーザーを用い、シリコン

基板裏面から赤外線顕微鏡で観察して調整を行った。希釈冷

凍機内に配線したシングルモードファイバを通じて 850 nm

のパルスレーザーにより TES に照射を行った結果、光子数に

対応した波高値の波形が得られた（図 1）。また、波高値から

求めた光子数スペクトルを図 2 に示す。 

3. 結論 本研究ではイリジウム光 TES に屈折率分布型レンズによるアライメントを行い光応答、

光子数識別能力を確認した。今後はノイズ抑制によるエネルギー分解能の向上、および検出効率

向上のための光キャビティ構造の作製等を実施する。 
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図 1. 850 nm 照射時の波形 

図 2. 光子数スペクトル 
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